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<研究資料>

台湾のセラビューティック・レクリエーションに関する研究の傾向

徐玉珠 1

Trend of studies in therapeutic recreation in Taiwan 
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Abstract 

The purpose of this paper is to analyze the movement and content of the studies on Therapeutic 

Recreation (TR) in Taiwan. This paper intends to provide a reference to the further TR studies in 

Taiwan and in Japan. 

This paper surveys the relating materials published by Taiwan or Taiwanese researchers in intema-

tional joumals， conferences， and seminars between 1983 and 2007 as the reference to the analysis of 

the TR trend in Taiwan. 

The result shows that TR in Taiwan experienced a dramatic increase in both the quantity and quali-

ty of TR researches starting from 2000. These researches incorpora旬 multidisciplinarytopics into the 

TR studies， such as physical education， leisure， sport psychology， counseling， as well as tourism 

industry. These studies are not only directed by multiple numbers of researchers， including graduate 

students， they also encompass intemational prospective while taking the specific consideration of the 

domestic needs， giving the TR in Taiwan its own unique characteristic and trend. 

Furthermore， although there are accumulated many valuable theoretical researches and applications 

in the relevant TR studies， for TR to take root in Taiwan with implementation and continuality to 

develop， more actions must be taken， such as training of TR professionals， leaming and the establislト

ment of TR professional associations and certification system， publishing of professional joumals， 

expanding the TR training abroad， and creating intemship opportunities. 

1.緒言

セラビューティック・レクリエーション(以下

TR) という、半世紀ほどの歴史しか持たない新

しい学術は、アメリカで学術理論と実践研究が盛

んになるにつれて、各地の医療機関、ミュニテイ

機関、学校でのカウンセリングなど幅広く運用さ

れるようになった。すでにあらゆる問題を抱えた

あらゆる年齢層(児童、青少年、成人、高齢者な

ど)において大きな効果を挙げており、アメリカ

社会に受け入れられている 8)。

一方アジアでは、観念の上でアメリカの影響を

大きく受けている台湾でも、 TRという専門学科

への関心が高まりつつあり、ここ数年レジャース

ポーツ、レジャー観光産業などの領域で、 TRに

関する研究論文が数編発表されている O しかし理

論、応用実践の系統研究共にまだそれほど深い探

究には至っていない。

したがって、本文は台湾の TRに関する研究の

傾向と実践研究の成果の内容分析を通じて、学術

界において台湾の TR研究への理解の増進を期待
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するものである。また同じアジア圏に位置する日

本も、 TRについてはアメリカの影響を大きく受

け、今まさに発展し始めた時期であり、そして独

自の発展を目指している点なども台湾とほぼ同じ

ような状況にある O よって、国際性という観点か

ら台湾の TR研究が明らかになれば、日本の TR

の発展にとっても参考に値するであろう O

本研究は、以上の趣旨に沿い、各国の研究者が

台湾で、あるいは台湾の研究者が国内外で発表し、

雑誌等に掲載した文献、またシンポジウムなどで

発表された TR関連の論文ヤ文献を対象にし、量

と質についての分析も同時に行いながら、台湾の

TRに関する研究の傾向と重要な成果の内容を明

らかにするものである O また将来の課題、発展の

方向を見出し、今後の台湾と日本の TR研究の発

展に対して参考資料の提供を試みるものである。

2.研究方法

各国の研究者が台湾で、あるいは台湾の研究者

が国内外で発表し、雑誌等に掲載された丈献、シ

ンポジウムなどで発表された TR関連の論丈や文

献を収集し、整理分析を行うと同時に量と質の分

析も行い、さらに台湾の TR研究の特徴、成果を

理解する O

(1)研究対象

分析の対象となる TR関連の論文や文献の数

は、修士博士論文やシンポジウム発表の論文、雑

誌等に掲載されている論文等合計 44件である O

これらは、筆者が2005年3月から 2007年9月ま

での聞にインターネット、台湾の国家図書館、ま

た各シンポジウムの主催単位、大学、大学院、大

学の図書館および論文発表者ご本人のご協力によ

って入手した全ての丈献である O

( 2 )分析の方法と原則

1)量の分析

①収集した TR関連の論文や丈献を整理し計

算する O 収集した文献を発表年代順に整理

し、発表者、所属領域をまとめた一覧表を

作成した。

②収集 TR関連の論丈や文献を年代別に計算

し数量化する O

③更に、収集した TR関連の論文や文献の翻

訳表現用語、文献類別、研究形態、研究者

の所属領域、所属国を分類して計算し、数

量化する O

2 )質の分析

①実践研究の資料の種類、完成場所を分類す

る。

②実践研究の研究対象、研究方法と活動、結

論内容の重点を整理して一覧表を作り、更

に研究テーマ、研究方法、研究対象、活動、

結論内容に対して質の分析を行う。

3.結果と考察

(1)台湾セラピューティック・レクリエーショ

ン研究の状況と特色(量的分析)

表 lに示す計 44件の台湾セラピューティッ

ク・レクリエーション (TherapeuticRecreation， 

TR) 関連の論文や丈献は、その殆どがアメリカ

の丈献を研究対象としている註1)。これらの TR関

連の論文は、アメリカの TRの歴史、定義、目的、

価値あるいは活動、実行過程、各種モデルケース、

専門家の養成、資格制度化など概念、原理、思想

と関連する応用の論述を考察したものである。台

湾で TRへの関心が高まった主な原因のひとつに

は、アメリカの TRという学科が台湾でも次第に

注目され、 TR啓発の活動が盛んになった事があ

げられる O そして台湾の人に TRという専門学科

の重要な基礎教育を理解させるという目的があ

るO

表 lから、台湾初の TR関連の丈献は 1983年

に発表されたことがわかる O これはアメリカの論

文「休開治療師一専業人員的新領域 (Yourpro・

fessional The recreational therapist) J (表 l

NO.1)が中国語に翻訳され発表されたものだが、

これが正式に台湾の TR関連の研究の幕開けをも

たらした。続いて TR研究の全体的な推移を見る

と、まず年代別には図 1のように、 1980年代に

わずか 2篇4.6%だったが、 1990年代には 3篇、

6.8 %を占め、 2000年以降大幅に増加して 2007

年までに計 39篇、全体の 9割近く (88.6%)を

占めている O 次に年度別の研究論文の数量分布を

見ると、最高は 2007年(13篇)、次いで 2004年

と2005年(各 7篇)、そして 2003年 (5篇)と

続いている(表 2)。また、「セラピューティッ

ク・レクリエーシヨン導論( Therapeutic 
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表 1 台湾セラビ ュ ー テ ィ ッ ク ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン文献発表の年代、発表者、所属領域一覧表

篇 丞ロ岡ム 文 名 発表年次 発 表 者 所属領域

NO 

NO. 1 休開治療姉ー専業人員的新領域 (TR療養 1983 Ann， Patricia 特殊教育

師 専門人材の新領域) Shank.J. W陳盈芋謬

NO. 2 休閑 治 療 (TR) 1989 羅佳 心理、カウンセりング

NO.3 休閣治療ー休閑活動的墜療及心理輔導放 1995 i木桂新 心理、カワンセリング

能之探討 (TR 活動の医療及び心理指導へ

の効 能について)

NO. 4 災後復健，台湾需要休閑治療(災害後の 1999 美義村 体育、レジャースポーツ

リハビりと、台湾に必要とされる TR) 

NO. 5 美園休閑治療輿動物輔 助 療 法 ( ア メ リ カ 1999 菱義村 体育、レジャースポーツ

における TRとアニマルセラピー療法)

1'¥0. 6 突破障礎的休閑治療( 障 害 を 乗 り 越 え る 2000 李明祭 レジャー事業管理

T R) 

NO.7 休閑 治療在特殊教育上之庭用 (TRの特殊 2001 陳 理 哲 体育、レジャースポーツ

教育への応用)

NO. 8 園人針休閣治療消費意願之研究(台湾人 2002 曾湘樺 観光事業

の TRへの消費意欲の研究)

NO. 9 休開治療的現況奥展望 (TRの 現 況 と 展 望 ) 2002 本土淑茶 心理、カウンセワング

NO. 10 美園休閑治療之分析 ( ア メ リ カ に お け る 2002 郭金芳 体育、レジャースポーツ

TRの 分 析 )

NO. 11 遊憩、治療理論輿臆用之発展 (TRの理論と 2003 陳褒美、黄雅鈴 観光事業

応用の発展)

NO. 12 以休閑遊憩、為健康促 進 之 方 法 (TRによる 2003 萎義村 体育、レジャースポーツ

健康促進の方法)

NO. 13 遊憩治療封憂草壁症治療費支果之研究 (TRの 2003 陳裏美、許正典 観光事業

うつ病治療への効用の研究)

NO. 14 以科技器材主導之身樫活動的治療式遊憩 2003 美義村 体育、レジャースポーツ

封 自閉症青少年的社交層面的影響 (TR療

法の科学器材による身体活動の、自閉症

青少年の社交性に対 す る 影 響 )

NO. 15 休閑治療封青少年自我主主能及休開認知之 2003 林春鳳 体育、レジャースポーツ

研究(青少年の自我とレジャー認知に対

する TRの 研 究 )

NO. 16 休閑活動輿休閑治療(レジャー活動と TR) 2004 楊峰州 体育、レジャースポーツ

NO. 17 休閑治療理論輿臆用 (TRの 理 論 と 応 用 ) 2004 越楓↑台 体育、レジャースポーツ

NO. 18 休閑治療封癌末病患生活品質影響之研究 2004 黄翠瑛、林士彦、李俊 バイオ事業管理

(末期がん患者の生活品質に対する TRの 彦、張錦秀、壬英偉、

影響について) 許種安

NO. 19 美園休閑治療発展之研究(アメリカにお 2004 認l孫榛 体育、レジャースポーツ

ける TRの発展の研究 )

NO.20 寓教於楽的治療式遊憩(楽しく教える TR) 2004 美義村 体育、レジャースポーツ

1'¥0.21 休閑治療撃科在台湾後展的可能性(T R学 2004 Carla. E. S Tabourne 体育、レジャースポーツ

科 の台湾における発展の可能性)

NO. 22 休開服務品質輿休開治療(レジャーサー 2004 Carla.E. S. Tabourne 体育、レジャースポーツ

ビスの品質と TR) 

NO.23 休閑治療庭用之分析 (TR応用の分析) 2005 劉稀榛、鄭肇家 体育、レジャースポーツ

NO.24 治療式遊憩介入於老年人平衡力之数益 2005 朱 維 聖 体育、レジャースポーツ

(高齢者の平衡感覚に対する TRの有用

性)

NO. 25 休 閑治療興物理治療封下背痛療主主之研究 2005 呉文瑞 企業管理、管理学

(腰背痛に対する TRと物理治療の効果の

研究)
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表続き

NO.26 瞥療人員封休閑治療的認、知輿態度之研究 2005 李宣明象 レジャー事業管理

(医療人員の TRに対する認知度と態度の

研究)

NO.27 休閑治療概述 (TR概述) 2005 謝妄諺、李健美、唐圏 体育、レジャースポーツ

峰

NO.28 t望論遊憩治療針精神分裂症患者之謄用 2005 羅玉君主 作業療法

(T Rの精神分裂症治療への応用)

NO. 29 治療式遊憩、奥適謄樫育在台轡之未来合作 2005 美義村 体育、レジャースポーツ

君主展方向(台湾における TRと体育の融合

と発展の方向)

NO.30 休閑 治 療 之 殺 展輿未来展望(T Rの発展と 2006 陳 文 泰 体育、レジャースポーツ

未来への展望)

NO. 31 休閑治療於健身倶楽部之懸用(T Rのスポ 2006 陳文泰、呂明秀 体育、レジャースポーツ

ーツジムへの応用)

NO.32 治療式遊憩、在高齢期健康促進教育上的謄 2007 徐玉珠 体育、レジャースポーツ

用探討(高齢者への健康促進教育に対す

る TRの応用につ い て )

NO. 33 台 濁 休 閑 治 療 的後展輿遠景 (TRの発展と 2007 林春鳳 体育、レジャースポーツ

遠景)

NO. 34 台湾高齢者治療式遊憩方案之開設(台湾 2007 徐玉珠 体育、レジャースポーツ

の高齢者に対する TRの 方 法 の 開 発 )

NO. 35 嘗目Ij運 動奥遊憩、治療議題(ウォーミング 2007 Carla E. S. Tabourne 体育、レジャースポーツ

アップと TR) 

NO.36 老年照護輿遊態、治療在美園(アメリカに 2007 J ohn Price 医療リハビリ

おける高齢者介護と TR ) 

NO.37 美園休閑治療費務一以嘗院治療服務為例 2007 J ohn Price 医療リハビリ

(アメリカにおける TRの実務 病院治療

サービスを例として)

NO. 38 日本治療式遊憩的現欣(理論篇) (日本に 2007 Murray Hiroko 福祉学

おける TRの現況理論篇)

NO. 39 日本治療式遊憩的現伏(賓務篇) (日本に 2007 Murray Hiroko 福祉学

おける TRの現況実 務 篇 )

NO. 40 韓圏的休開治療(韓国の TR) 2007 Heewon Yang 体育、レジャースポーツ

NO.41 韓園老年人的休開治療(韓国における両 2007 Heewon Yang 体育、レジャースポーツ

齢者の TR) 

NO.42 台持者休閑治療 教育結構的初探(台湾にお 2007 摩宜賢 体育、レジャースポーツ

ける TR教育の構成について)

NO. 43 休閥遊憩治療 (TR) 2007 林旭龍 観光、旅遊健康

NO. 44 治療式遊憩導論 (TR導論) 2007 Dav i d R. Austin; 体育、レジャースポーツ

Michiel E. Crawford 
陳俊忠等謬

巨E

1980-1989 1990-1999 2000-

図 1 文献数の年代別推移
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表2 年代別論文の分布表

1983~1989 1995~1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 

2 3 1 1 3 5 7 7 2 13 

Recreation An introduction，Third Edition) J (表 1-

N0.44) はTR関する初の中国語訳の書籍 (2007)

である O

これらの表から、台湾 TR研究は 1980年代前

半にアメリカの学術影響を受けて始まったと言え

るO しかも明らかに 2000年以降になってやっと

研究が盛んになってきている。台湾 TR研究がそ

のように急激に大幅な成長をみせた大きな原因

は、台湾政府が 1990年代末に導入し始めた週 5

日制(いわゆる週休2日制)である。これにより

台湾の人々の休息時聞が増加し、レジャー活動の

品質の重視、健康意識の高まりが促進され、また

社会もそれを徐々に受け入れたのである O加えて、

台湾運動レジャー関係の学部学科が急激に増えた

ことも要因のひとつといえる o 1995年から 2007

年までのたった 12年間で、全国約 100余りもの

大学が次々とレジャー関係の学科、大学院を創設

している 6)10)。

以上 44篇の論文で使われている「セラピュー

ティック・レクリエーション」という名称の中国

語訳には主に「遊憩治療」、「休開治療」、「治療

式遊憩」、「休開遊憩」、「休開遊憩治療Jの5種

類がある(表3)。その中でも「休閑治療」とい

う翻訳表現は最も多く計 28篇、 63.6%を占め、

次いで「治療式遊憩J(計9篇、 20.4%)、第三位

は「遊憩治療J(計 5篇、 1l.4%)である。この

ように多岐にわたる翻訳表現に関し、日本を例に

あげると、鈴木秀雄 1) は「セラピューティック・

表3 翻訳表現用語

翻訳用 三日五口 文献数 % 

休 聞治 療 28 63. 6 

2 治療式遊憩、 9 20. 4 

3 遊憩、治 療 5 11. 4 

4 休 開遊 憩、 2. 3 

5 休聞遊憩治療 2. 3 

メ口玉、 計 44 100.0 

レクリエーションjと訳すのが本来の意味を最も

忠実に表すことができるとしている O しかし茅野

宏明2)は、研究者の聞でまだ「セラピューティッ

ク・レクリエーションJについての基本的考案が

不十分であるため、名称に統一性はないとしてい

る。一方台湾でも統一された名称はまだなく、林

旭龍5)は、「セラピューティック・レクリエーシ

ヨンJ実施の過程が治療行為、レジャー教育、娯

楽・休息の方式とその活動の選択、といった要素

を含むため、「休開遊憩治療Jという訳がその理念

と精神にふさわしいとしている O また、妻義村7)

は「休開治療」と訳した場合、「治療式遊憩jの

中の治療段階 (Treatment) の意味にとどまり、

「治療式遊憩」という名称を使うことによって、

初めてレジャー式治療、レジャー教育とサービス

参加の 3段階のすべてを含む意味を持つことがで

きる、と述べている註2)。

続いて、 TR研究の丈献を分類すると、表4で

示すように理論的論述及び実践研究の 2種類に大

別できる註3)。そのうち理論的論述は計 36篇、

81.8 %と最も多く、次いで実践研究は計 8篇、

18.2 %である。 2002年 (NO.8)発表の「固人

封休開治療消費意願之研究Jは台湾 TR実践研究

の第 I号である O 加えて研究形態を見ると、学識

者(大学院生を含む)による単独研究が最も多く

計 32篇、 74.8%を占め、次いで複数の学識者

(大学院生を含む)による共同研究が計 4篇、

9.1 %、第 3位は実務者の単独研究と翻訳でそれ

ぞ、れ3篇、 6.9%を占めている(表 5)0

研究者の所属領域を分類すると、表6に示した

ように(1)体育、レジャースポーツ(2 )特殊

表4 文献類別

文献類別 文献数 % 

1 理論的論述 36 81. 8 

2 実践研究 8 18.2 

三口入 計 44 100. 0 
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表5 研究形態 表7 所属国別

i I 研究形態
1文献数|川

11学識者(大学院生含む)単独研究 32 74.8 

2 実務者の単独研究 3 6.9 

3 学識者(大学院生を含む)共同研究 4 9. 1 

4 学識 者と実務者の共 同研究 l 2. 3 

5 翻 訳 3 6.9 

メ口江 言十 44 100.0 

表6 研究者所属領域

領 域 文献数 % 
1 体育、レジャースポーツ 27 61. 0 

2 特殊教育 l 2.3 

3 心理、カウンセリング 3 6.9 

4 観光事業 4 9. 1 

5 バイオ事業管理 l 2.3 

6 企業管理、管理学 1 2.3 

7 レジャー事業管理 2 4.6 

8 作業療法 I 2.3 

9 福祉学 2 4.6 

10 医療リハビリ 2 4. 6 

ぷに誌3 言十 44 100. 0 

教育(3 )心理、カウンセリング (4)観光事業

( 5 )バイオ事業管理(6 )企業管理、管理学

(7)レジャー事業管理(8 )作業療法(9 )福

祉学 (10)医療リハビリの 10種類の専門領域に

分けられる O その内訳は体育、レジャースポーツ

専門領域の専門家が最も多く(計27篇、 61.0%)、

次いで観光事業専門領域の専門家(計 4篇、

9.1 %)、心理、カウンセリング専門領域の専門家

(計3篇、 6.9%)となっている。最も早くこの研

究に注目したのは特殊教育と心理、カウンセリン

グ専門領域の専門家で、初期に TRを特殊教育の

方面で運用しようと考え、レジャーを通じたカウ

ンセリングによって学習障害ある学生の学習能力

を高めようとする研究がなされた 3) 9)。その後は

体育、レジャースポーツの専門家による研究が殆

どで、スポーツやレジャーへの関心の高まりが影

響していると考えられる。その他観光事業の専門

家による研究は、ここ数年台湾政府が積極的に推

進しているレジャー観光、健康旅行等との関連が

考えられる O

次に文献発表者の所属国を見ると、台湾を主と

する研究については、当然台湾の研究者が一番多

圏 人数 % E主

1 台 湾 34 77.2 

2 アメリカ 8 18.2 i 3篇の翻訳文献を含む

3 韓 国 l 2.3 

4 日 本 1 2.3 

メ口ミ、 言十 44 100.0 

く(計34篇、 77.2%)、次いで、アメリカが計8篇、

18.2 %を占めている(表 7)。なぜアメリカ、日

本、韓国の発表者が台湾の TRを研究したのか。

それは台湾人の国際観を高め、国際学識者との交

流の機会を増加させるためで、台湾は 2004年に

初めて国際シンポジウムを開催し (2004)、アメ

リカの学識者を招して以来、 2007年にはアメリ

カの他更に日本、韓国の学識者を招し、 12007高

齢者セラピューティックレクリエーション国際シ

ンポジウムjを開催した凶。もう lつの重要な原

因は、ただひたすら欧米の認識、価値観だけを観

察して模倣し、転用することにより、台湾の独自

性を欠いたり、実践の過程で同じ失敗を繰り返し

たりするのを免れるためである O そこで発祥地の

アメリカ以外に近隣の日本、韓国の経験も参考に

し、その上で台湾独自の経験を踏まえて研究を進

めようというのである。

以上のような文献分類、研究形態及び研究者の

所属領域、所属国の量的分析を見ると、台湾 TR

研究は理論的論述が44篇中 36篇 (81.8%)と庄

倒的に多いが、実践研究こそもっと重視、強化さ

れるべきである。その研究の方向は多様な発展を

呈し、体育、レジャースポーツと心理、カウンセ

リング、観光事業等様々な分野の観点から TRを

探求している。また主として学識者(大学院生を

含む)の主導的な研究の形態をとっており (38

篇、 86.2%)、同時に国際観 (Intemational)、国際

視野を備え、しかも地域的な (RegionaJ)経験構

築の重要性に対する考慮が必要とされること、そ

れが台湾の TRに関する研究の傾向と特色である

といえる。

( 2 )台湾におけるセラピューティック・レクリ

エーションの実践研究の主な成果(質的研

究)

分析の結果、実践研究に関する丈献は 8篇

(19.1 %)あったが、表8に示すとおり、台湾の
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表 8 セラビューティック・レクリ工ーション実践研究資料別、完成場所

NO 車重 類 発表場所

NO. 8 曾湘樺 修士論文 J口A i零

NO. 13 陳悪美、許正典 個 人研究 4ロA j寄

NO. 14 美義村 博士論文 アメリカ

NO. 15 林春鳳 博士論文 アメリカ

NO. 18 黄翠瑛、林士彦 個人研究 J口乙ミ、 湾

NO. 24 朱 維 聖 修士論文 4口A 湾

NO. 25 呉 文 瑞 修士論文 ，口L二、 湾

NO. 26 李 吻 豪 修士論文 ぷ口一、 湾

*上記資料の NOは表 lに対応している。

実践研究は修士、博士論文が多く、そのうち 2篇

がアメリカで 発表 された博士論文 (NO.14、

NO.l5)、4篇が修士論文 (NO.8、NO.24、NO.25、

NO.26)、残る 2篇が個人研究 (NO.13、 NO.18)

である O 台湾での TRに関する実践研究は、主に

大学院での研究であることが分かる O

し、その特徴について更に分析を進めることがで

きる O

続いて、表 9で整理した実践研究の構成面の特

徴は、下記の五つの観点からその主要な成果を見

出せる。

1) TRの実践研究のテーマ

次に、台湾の TRの実践 研 究 に 関 す る 丈 献 の 内

容について、(1)研究対象、(2 )研究方法と活

動、(3 )結論 の内 容の 三点を整理してみる(表 9)0

これによ り実践研究の構成面の特徴を明らかに

現在台湾における TRの実践研究のテーマは次

の 2つに大別できる。①認知度、態度と治療参加

への意志など、c?効果、影響など 1つ目の「認知

度、態度と治療参加への意志J(NO.8、 NO.26)

表 9 セラビューティック・レクリエーション実践研究における研究対象、方法と活動、結論一覧表

NO 項 目 内 r廿件ラ

NO. 8 研究対象 介護施設入居者の家族
6同か

研究方法と活動 調査研究(アンケート、インタビュー等) 「セフピューティック・レクリエーシ
昨日 ョン利用者要望調査表」を作成、少ないが現場の訪問もある。
樺

結論内容 介護施設の入居者はそれぞれ特性が異なるが、 TR に 対 す る 認 知 に は そ れ ほ ど 差 が な
く、むしろ平均月収の差によってその差が大きく異なる。そのほかセラピューティ
ック・レクリエーションが普及していないために、殆どの人が音楽、ダンス、太極拳
など 12種のレジャー活動が主な治療活動だと思っている。
介護施設入居者は TRの認知度が高まるほどそれを肯定的に捉えている。そして家族
も 12種の活動を治療活動とみなす人ほど、その効果に肯定的である。
介護施設入居者の家族の TRへの認知度は、その治療を行う事への意向に影響する。
すなわち認知、関心度と治療の意志は相関関係にあり、認知度が高いほど関心も高く
なり、また治療に参加する意向も強くなる。

NO. 26 研究対象 医療関係者
李 研究方法と活動 調査研究(アンケート、インタビュー等)、「医療関係者の TRに対する認知度と関
宣明 心度についてのアンケート j を作成。
豪 結論内容 l 医療関係者に対し、 TRについて「酒意」、「服務範国」、「医療内容」の二点について

の認識を調査した結果、「極意」についてはその意義、目的ともに深く理解されて

おり 「ー囲」につしでも方一用問非常によく理解されてしる また l
「医療内容」についても一定以上の共有知識があるが、更に高度な治療内容につい

てはそれほど理解されていない。
2.医療関係者における TRの「評価性反応 j 関して、 TRが患者に対する治療のひとつ

の選択であると考えてはいるが、国内ではまだ広く普及しておらず、 般の認知
度も低いため、今急に医療システムに導入されても、受け入れられる可能性は低い
と思われる。それゆえまず国内で TRに関する教育的宣伝をすることに賛成してい
る。また「行動傾向」に関しては、行動傾向の態度はすなわち肯定的な態度だと考|
えられている。

3.医療関係者個人の個人的な背景 ( 性 別 、 年 齢 、 勤 務 年 数 、 役 職 、 所 属 部 門 ) は そ
れぞれ異なるが、それらは TRに対する認知度には特に影響しない。しかし性別や
役職によって TRのとらえ方は大きく異なる。特に女性は「評価性反応 J . r行動
傾向」双方の態度面において男性より優れている。また役職の差については、 1台
療師の TRについての評価は高く、「評価性反応」は医師や看護師より優れている。
しかし TRを医療システムに導入する場合、「行動傾向 j 上医師は治療師や看護師
に比べて明らかに消極的である。
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表 9:続き
NO. 13 研究対象 うつ病患者
陳 研究方法と活動 「実証介入(臨床観察 )J 法を採用、実験の過程を状況評価、活動設計治療前のう
互主 つ症状程度の測量治療進行、治療後のうつ症状程度の測量の五段階に分ける。実験
美 設計によるとレジャー行為と 態 度 に 関 す る ア ン ケ ー ト 診 療 記 録 表 ベ ッ ク 優 遇 量

言午
表、活動記録表レジャー態度などの五種類のアンケートを実施。
介入活動は屋外のレジャー療法運動療法、芸術活動、園芸活動、室内娯楽活動。

正
結論内容 1 患者が治療を受けたあとはうつ病症状には顕著な改善が見られた。しかも、うつ典

症状は毎月改善し続けた。
2 異なる治療活動に参加した患者に TR に対する自覚効果を調査したところ、運動療

法、室内娯楽活動、屋外レジャー療法、園芸活動芸術活動の順に自覚効果が高かっ
た。

3. T Rに参加する前後でレジャ ー態度の差を分析したところ、患者は各治療に参加し
たあとは効果の認知、感情反応行動傾向ともに治療参加前より高い数値を示し
た。よって TRは患者の積極的なレジャー態度を増進させる。

NO.25 研究対象 20歳から 40歳までの背中、腰痛患者
呉 研究方法と活動 「 実 証 介 入 ( 臨 床 、 観 察 ) J法を採用、毎週一回一時間の治療を四週間実施し、そ
文

の内容は①予防と経験の発表②運動とストレッチ③りラックスと呼吸法④腰痛患者
瑞

に 薦 め ら れ る レ ジ ャ ー 活 動 。また臨床常用量表(視覚痛量表、腰痛の日常生活への
影 響 量 表 ) を 作 成 。

結論内容 l 背中、腰痛患者は四回の治 療に参加したあとは痛みをコントロ」ノレすることがで
きるようになり、痛みそのものも明らかに改善されている。

2 背中、腰痛患者は治療後、背中、腰痛の日常生活への影響も大幅に減少し、大きな
改善が見られる。

3 治療後の背中、腰痛改善度は治療前より大幅に上がっている。平均すると物理療
法のほうが改善度が高いが、統計分析結果は大きな差は見られなかった。

4 四週間の治療前後を比較す る と 、 背 中 、 腰 痛 の 日 常 生 活 へ の 影 響 は 大 き な 差 が あ
ったが日常生活の改善についてはそれほど大きな差は見られなかった。

'10. 18 研究対象 末期がん患者
黄 研究方法と活動 「実証介入(臨床、観察) J法を採用し芸術、音楽、一般旅行、空間 7 ザインなど
翠 のレジャー活動介入から質量、社会的な脈絡の三点についての資料を収集。
瑛

結論内容 1. TR療法は末期がん患者の第一段階(社会期)においては生活レベノレの向上に役立

林 っている。

士 2. TRの活動への参加は、患者の困難な現況から抜け出すプロセスの第一歩となる。行

彦
動が不便になり 日常生活への復帰の見込みがないと分かっている状況において、
TRは過去の記憶と現在を結び つ け 、 生 き る 力 を 生 じ さ せ る 。 同 時 に 患 者 自 身 が 生
命の意義を考えたり、今ま で自分が生きてきたことを肯定的に捉えたりできるよ
うになる。

3 入院前にレジャーの理念を持っていた人は、入院後も外へ出て大自然に触れたい
という気持ちが非常に大きい。こうした人達は比較的死を自然なこととして受け
入れやすく、誌に対する恐れも小さい。よってレジャーの理念をこうした患者に
広めることは、予防医学の段階において大いに役立つといえる。

NO.24 研究対象 65才以上の高齢者
朱

研究方法と活動 「実証介入(臨床、観察) J法を採用し、科学的補助器具を使用。ダンス機を利用し
維

た運動で量的資料を、団体法に焦点を当ててインタピュー形式で質的試料を採集。
聖

結論内容 1 量的には、ダンス機を使用したバランス感覚の測定では、 50%の人に測量値の上昇
が認められ、バーガ一平均量表では 21.42 %の人に効果が認められた。屈伸測量と
階 段 昇 降 で は そ れ ぞ れ 28.57%、 35.71%の効果が認められた。目を閉じた状態で
の 片 足 立 ち と 目 を 開 い た 状態での片足立ちでは左右それぞれ 35.71、35.71、21.2、
21. 2 %の効果が められた。

2. TRは高齢者の ランス感覚の向上に大きな効果があった。資料によると、治療に参
加した一部の高齢者は治療中にはバランス感覚に大きな向上が見られたものの
治療を終えるとバランス感覚の向上が止まったり また低下して元に戻ってしま
ったりした。

3 質的な分析結果によると、 高 齢 者 は TRで 補 助 器 具 を 用 い る 際 に は 全 神 経 を 集 中 さ
せる必要があるが後日活動参加を続ける意向は高くまたハランス感覚の向上の
認 識 に よ っ て 更 な る 理 解 が深まり、治療に参加することに楽しみを見出すように
なる。

4 高齢者はバランス感覚の向上以外にも爽快感や楽しみを味わうことができる。

NO. 14 研究対象 10 - 14歳の自閉症の青少年

萎 研究方法と活動 「 実 証 介 入 ( 臨 床 、 観 察 ) J 法を採用し科学的補助器具を使用。
義

結論内容 1. TR治療後は対人関係の大き な 向 上 が 認 め ら れ た 。 質 量 の 情 報 で は 彼 ら の 対 人 関 係キナ
への欲求と友人を失った周期について説明されている。

2 時期に応じた仲間の斡旋的介入の必要性と 自閉症青少年の社交介入を社会階級
に入れるよう建議。

3 自 閉 症 青 少 年 の 社 交 状 況 は明らかに向上し、寂しさの解消や友好性の向上につな
がっている。

NO. 15 研究対象 身 体 障 害 を 持 つ 青 少 年
林 研究方法と活動 「 実 証 介 入 ( 臨 床 、 観 察 ) J および実験記録 o

春
結論内容 1. TRの団体治療参加後自我効 能 点 数 の 増 加 が 見 ら れ る 。 治 療 と レ ジ ャ ー 教 育 に 参 加鳳

後、レジャー感覚点数の増加 とグループコントローノレの増加が見られる。
2 治療グループとコントロールグループのそれぞれの自覚効能とレジャー感覚測定

点数は、統計上顕著な差が表れた。
3 自我効能とレジャー感覚は、異なる背景のテーマによっては統計上大きな差は見

られなかった。しかし商談の結果、特に役立った TR の方法は、レジャー教育と日
常レジャー活動の記録だった。

4 身体障害を持つ青少年は治療後、主体的な自我効能の増加が認められた。主体レ
シャー感覚は TRの 介 入 方 法とレジャー教育活動を含む。

*上記の資料はサンプルとなるセラピューティック・レクリエーション関連の研究論文、文献から作成したものである。

*上記資料の NOは、表 lに対応している。
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といったテーマは、 TRが台湾ではまだ新しく、

比較的知られていない領域であるため、これを導

入する前に一般社会、或いは医学界でどのように

受け入れられるか、ということを知る必要がある。

そのため介護施設入居者の家族や医療関係者を対

象に TRの認知度を探っているのである O 一方の

「効果、影響J(NO.13、NO.14、NO.15、NO.18、

NO.24、NO.25) といったテーマは、 TRを臨床の

分野に導入した場合の、例えばバランス、社会適

応の能力への影響、自我効能 (Self-efficacy)、と

いった面での効果を探るものである O

2) TRの実践研究の方法

この研究方法は「調査方法(質問紙調査法、面

接法など)J と[実践介入(臨床、観察)Jの2種

類に分けられる。

その中でも「調査方法J(NO.8、NO.26) では、

研究者がアンケートや表を作成し、資料の分析、

探求を行っている O また「実践介入法J(NO.13、

NO.14、NO.15、NO.18、NO.24、NO.25) では、

構成された活動に団体活動、長期のインタビュー、

記録といったものを加えており、計画、分析を通

じて参加体験経歴の資料と治療効果を導き出して

いる O

3) TRの実践研究の対象

ここに挙げる対象は、「調査対象jと「臨床介

入対象j に分けられる。「調査対象J(NO.8、

NO.26) は現在及び将来 TRサービスの対象とな

りうる対象であり、「臨床介入対象J(NO.13、

NO.14、NO.l5、NO.l8、NO.24、NO.25) は現在

実際に実験を受けている人で、うつ病患者、 20

代から 40代までの腰痛患者、末期がん患者、 65

才以上の高齢者、 10~ 14歳の自閉症の青少年、

身体障害を持つ青少年などがいる O 研究者は対象

者を年齢層や症例によって絞り、介入を行ってい

るO

4) TR実践研究の介入活動

臨床介入活動で使用する活動補助器具(ダンス

機)、芸術、音楽、運動、ストレッチ運動、リラ

ックス法、園芸等といった屋内外の活動がある O

活動を一種類に限定したものと多種を複合させた

ものカすある O

5) TRの実践研究の結論

①「認知度、関心度、治療参加への意志Jをテ

ーマとした研究の結論

1.介護施設入居者の家族の収入額によって、

TRへの関心度に大きな差が生じる

(NOふ曾湘樺， 2002) 1ヘ
II.介護施設入居者の家族の TRに対する認知

度が高いほど、治療活動に対して肯定的

な考えを持ち、その効果を認めている O

なおかつ、認知度が高いほど、治療参加へ

の意向も強くなる (NO.8-曾湘樺， 2002)ヘ
田.医療関係者の TRについての認知度(意義、

目的の理解)は非常に高く、サービス範

囲に含まれる方法、適用される対象につ

いての理解も十分にある O またその内容

についても共有知識、理解ともに十分で

はあるが、 TRについての更に高度な内容

については、その認知度はまだ不十分で

あるといえる (NO.26-李掬豪， 2005) 3)。

N.医療関係者の経歴などによって TRへの認

知度が変わることはないが、性別、職種

によって大きな差が認められる。性別で

は女性の方が男性に比べて関心が高い O

また職種では、治療師のほうが医師や看

護師に比べて TRへの評価が高い。 TRが

囲内(台湾)の医療システムに導入される

場合、医師の参加意向は看護師や治療師

に比べて低い (N0.26・李朝豪， 2005) 3)。

「認知度、関心度、治療参加への意志jをテ

ーマとした上記2篇の論文の結論によると、介

護施設入居者の家族や病院関係者の TRへの認

知度が高いほど、 TRを受け入れやすく、ある

いは参加意志が高く、また医療関係者も TRに

適した対象者、使用方法への理解が深い。

②「効果、影響」をテーマとした研究の結論

I.うつ病患者に対する TR治療は、運動療法

がもっとも高い自覚効果をもたらした

(NO.l3-陳恵美， 2003)ヘ
II.末期がん患者に対する TR治療は、生活の

質を向上させる効果がある O また、活動に

参加することが自身の苦しみを乗り越える

為の一つのプロセスとなりうる O また同時

に自分自身を見つめなおし、生命の意義を見

出したり、自分の今までの人生を肯定でき

たりるようになる (NO.l9-黄翠瑛，2脳)へ
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皿.TRは高齢者のバランス感覚を向上させる

効果がある。但し、活動終了後にはその

バランス感覚が持続する場合とまた衰え

る場合がある (NO.24-朱維聖， 2005) 16) 

N.高齢者にとってはバランス感覚の向上とと

もに、レジャ一体験による爽快感や充実感

を得ることができる (NO.24-朱維聖，2005)附 O

V.自閉症の青少年は、 TRによって外向性を

高めることができる O しかし患者が実際

に社会に出てこそ、その孤独感の減少や

外向性の向上という効果が明らかになる

(NO.14・菱義村， 2003) 1九

VI.TRにグループで参加すると、その自覚効

果がより高まる O 背景、症例の違いと自

覚効果には、統計上は大きな差は見られ

ない。そしてインタビュー結果や各例の

評価から、 TRへの参加、レジャー教育活

動、日常レジャー活動の記録などでの効

果が高い (NO.l5-林春鳳， 2003)へ
四.身体障害を持つ青少年は、 TRに参加する

ことによって大きな自覚効果を得ること

ができる (NO.15-林春鳳， 2003)凶。

四.背中の痛みを抱える患者は、 TRと物理治

療の療法を受けることにより、痛みの日

常生活への影響を減らすことができる。

(NO.25-呉文瑞， 2005)九

「効果、影響」をテーマとする以上6編の論文

の結論によると、治療を受ける対象者は違っても、

うつ病の患者には運動が必要であると判明する、

末期がん患者は生命の意義を見出すことができ

る、また高齢者はバランス感覚が向上し、レジャ

ーの楽しみを見出すことができる、自閉症の青少

年の孤独感が減少する、身体障害を持つ青少年の

自覚効果が得られる、そして背中の痛みを抱える

患者の日常生活の向上、といったように、それぞ

れ高い効果が認められた。

4. まとめと提案

上述の分析の結果、過去 24年間 (1983-2007)、

台湾における TRの研究はヘルスレジャー、レジ

ャースポーツ産業の急速な発展に伴い、理論研究、

実践的な相関研究ともに盛んになり、その貴重な

成果も累積されていった。そしてこれは台湾にお

ける TR研究の価値が認められ、関心が高まった

こととも関連する O また様々な学術分野の学者や

実務者がこれらの研究に参与し、学術研究の気風

を形成し、良好な研究環境が整えられていったこ

ととも大きく関係している。

この論文で、 24年間に及ぶ台湾の TR研究の動

向と実践研究の成果について明らかにしたが、ま

だ強化してゆくべき部分が多く見られる O 台湾の

TR研究が実践研究において更に国際観、国際的

視野をもって地域的な経験を構築してゆくととも

に、 TRが今後専門分野として基礎を確立し、よ

り一層成熟、発展してゆく為に、筆者は以下の 5

点を TR研究における今後の課題として提案す

るO

(I) TR専門人材の育成

TRが専門分野として発展してゆくためには、

更に多くの人材をその研究、実務領域に投入する

必要がある。現在台湾の TR専門人材はまだ不足

している状態で、その人材育成と専門分野として

の質の向上は大学、専門学校のレベルで、始めるの

が望ましい。

まず学校で TRに関する講義を展開し、それか

ら徐々に学科、学部の創設、最終的には修士、博

士課程の創設まで目指したい。

また、現在すでに TRの実務に従事している、

或いは同等の学識を有する者(保健体育、レジャ

ースポーツ、医療関係者、 OT、PTなど)につい

ては、社会人向け研修という形式で更に TR関連

の専門訓練を履修させることで専門人材と認め

る。

(2) TR学会の創設

TR学会を創設し、同領域の研究発展、教育訓

練、実務作業、会員同士の交流、国内外の TR関

連機関との連携、協力を推進する O 学会の役割は

1) TR実務と研究の推進、 2)国内外での TR

関連の学会の開催及び参加、 3)TR関連の書籍

や雑誌の出版、 4)TRの教育、臨床監督などの

活動を行い、専門人材の水準を高める、 5)関係

機関の委託を受けて TR関連の活動を主催するな

ど。

また学会は、 TRの専門分野を確立し、国内の

人材育成に尽力する他、一般社会に対して TRの

普及を促進し、心身に障害を抱え、レジャー活動
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に困難を伴う人々を救う機能も備えたい。

(3) TRの資格、検定試験制度の確立

TRの発展のためには、専門教育と訓練の他に

資格制度の確立も重要なプロセスとなる O 資格、

検定はその人材のプロとしての信用を高めるだけ

でなく、 TR従事者の社会的地位を向上させるも

のである O

したがって、この資格を制度化、統一化、権威

化し、各大学、専門学校のカリキュラム、履修科

目を認可し、また資格登録制度、資格認定基準の

制定、資格試験制度などを推進していくことが重

要である O

(4) TR学術誌、期刊の発行

TR学術誌、期刊の発行して関係者の研究成果

や実務経験を発表、資料を提供する場を設け、

TRの気風を上げ、理論の平衡をはかり、学術研

究の発展と交流を促進させる O

(5) TR研究人員への海外研修、実習観察などの

機会の提供

TRの研究者(主として教員、学生)に海外研

修や短期研究に参加する機会を提供することで、

専門知識の強化、カリキュラムの発展、視野の拡

大のほか、実務経験や実践力を高め、理論と実務

との融合を目指す。

また、上述の 5点は、台湾の TR専門領域にお

いて強化が必要と思われる点であるが、同時にま

さに発展時期にある日本の TR専門領域において

も、参考となりうるものである O

註

註1)筆者が入手した 44件の文献中、韓国の

Heewon Yang氏の論文2篇に韓国の文献の

引用が若干見られたほか、日本の Murray

Hiroko氏の論文2篇に日本語の文献が、台

湾の林旭龍氏と徐玉珠の論文計3篇に若干

の日本語、中国語の丈献が引用されている O

その他 37篇の論文(発表者は台湾人とア

メリカ人)は主にアメリカの文献を引用し

ている O

註 2)TRの博士号を取得した萎義村氏は、 TRの
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及していないが、講義、シンポジウム、講

演などの際には「治療式遊憩」を意図的に

用いている。
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